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Ⅰ レーザ Compton 散乱ガンマ線源の開発と利用研究 
Developments of Laser Compton Gamma-ray Source and Application 

 

宮本修治・橋本 智・小泉昭久・長谷川尊之・高木芳弘 
Miyamoto, S., Hashimoto, S., Koizumi, A., Hasegawa, T., Takagi, Y. 

 

 ニュースバル放射光施設では蓄積電子ビームにレーザ光子を衝突させることにより、光子エネルギ

ー1.7 MeV から 40 MeV の、世界でも有数のレーザ・コンプトン散乱ガンマ線ビーム源を実現してい

る。これは、偏光制御が可能な準単色ガンマ線源で、従来のガンマ線現に無い応用に利用できる。こ

のためガンマ線源性能の詳細な特性の測定と、その性能向上を行っている。利用研究では、(1) 核廃

棄物処理のための核変換基礎研究、(2) 宇宙での元素合成を解明する、宇宙核物理研究、(3) 円偏光

ガンマ線を用いたガンマ線磁気コンプトン散乱研究、(4) ガンマ線により発生する陽電子や中性子の

利用研究、さらに、(5) ガンマ線非破壊検査による原子力施設などの安全性向上のための研究を実施

している。 

 

 

 

Ⅱ 電子蓄積リングの制御と多極磁場補正に関する研究 
Research on Controle and Stabilization of Electron Storage Ring 

 

庄司善彦 

Shoji, Y. 
 

 電子蓄積リングを使って、短バンチ電子ビーム生成の研究や、それに伴うテラヘルツ領域のコヒー

レント光発生について研究している。具体的には、(1) 短バンチ電子ビーム蓄積理論の研究、(2) 線

形加速器で生成した短バンチビーム周回の実証研究、(3) ビーム不安定性によるコヒーレント光発生

などである。現在は、電磁石磁場変動による、ベータトロン振動とシンクロトロン振動の結合に関す

る定式化を行っている。SPring-8 の線形加速器グループとの共同研究で、短パルス化（パルス幅

3ps）したの電子バンチを蓄積リング内に約 50 周回させることに成功している。さらに不安定性によ

るコヒーレント放射のゆらぎを、初めて定量評価した。 
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Ⅲ ニュースバル放射光源高性能化と新光源の研究 
Improvement and Stabilization  of NewSUBARU Synchrotron Radiation 

 

橋本 智・庄司善彦・宮本修治 

Hashimoto, S., Shoji, Y., Miyamoto, S. 
 
 ニュースバル電子蓄積リングでは、様々な要因により、電子ビームの性能が悪化したり、放射光ビ

ームの変動が発生する。放射光利用技術の高度化とともに、電磁石磁場の微小な変動や温度変化が放

射光利用を制限する要因になっており、継続的な光源性能の高度化と安定化を実施している。本研究

では、電子ビームの寿命、サイズおよびビーム振動スペクトル等のデータを高精度で計測するモニタ

ーを開発し、ビーム不安定性現象や長周期変動を高精度に計測可能とした。そのデータをシミュレー

ション等を援用して解析し、電子ビームおよび放射光ビーム性能を制限する種々の原因を解明・除去

することを目指している。また、レーザや小型電子線形加速器を用いた新光源の開発研究を行ってい

る。 
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